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一瀬邦弘・講師 ノバルティスファーマ研究助成
2017 

代表 精神神経ループスにおける新規自己抗体の

同定とその機能的意義の解明 

一瀬邦弘・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 
ループス腎炎における免疫学的機序を介し

たポドサイトの機能解析 

一瀬邦弘・講師 日本学術振興会 分担 基盤研究(C)  
CTLA-4-Ig の新たな作用を解析し次世代の
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特 許 
氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

一瀬邦弘・講師 
前島洋平 

糖尿病性腎症の治療用医薬組成物 2005/3/23 2012/7/27 特許第 5044775 号 
特願 2005-084218 

 
その他 
○特筆すべき事項 
① 第 61 回日本リウマチ学会総会・学術集会市民公開講座「リウマチ・膠原病の最前線」にて講演を行った。 
② 第 26 回西九州自己免疫疾患研究会において「関節超音波の最近の話題」を講演した。 
③ 第 16 回久留米関節セミナーにおいて、主に整形外科疾患の診断・治療等に携わっている医師・理学療法士に講演を

行った。 
④ 第 13 回県北自己免疫疾患フォーラムにおいて地区医療担当者に対し講演を行った。 
⑤ 第 2 回自己免疫疾患を考える会において医師および薬剤師に対し講演を行った。 
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⑥ 九州・沖縄地区リウマチの治療とケア研修会において九州地区の医師、メディカルスタッフに対し講演した。 
⑦ 第 116 回大分県リウマチ懇話会において、大分県下のＲＡ専門医・スタッフ・看護師・薬剤師に対し講演した。 
⑧ 第 12 回関節リウマチ地域勉強会において開業医に対し講演を行った。 
⑨ 第 24 回長崎県糖尿病療養指導士会教育セミナーにおいて医師に対し講演を行った。 
⑩ 長崎県糖尿病協会栄養部会研修会において、管理栄養士に対し講演を行っている（年 2 回）。 
⑪ 島原地区糖尿病勉強会において「2 型糖尿病について」を講演した。 
⑫ 第 35 回日本肥満症治療学会学術集会 教育セミナーＩにおいて医師に対し講演した。 
⑬ 東彼杵郡医師会火曜会生涯教育講座において医師に対し講演を行った。 
⑭ 長崎市民健康講座において「2 型糖尿病を学ぼう 今小太りがあぶない！その傾向と対策」を講演した。 
⑮ 長崎薬剤師フィジカルアセスメント研究会・長崎県薬剤師会主催の「第 8 回糖尿病と心不全のフィジカルアセスメン

トを極める！」において医療従事者に対し講演した。 
⑯ 第 5 回臨床内分泌ゼミにおいて医師に対し講演した。 
⑰ 健康教室「糖尿病予防講座」において市民に対して講演を行った（計 4 回）。 
⑱ 第 25 回糖尿病療養指導士会教育セミナーにおいて医師に対し講演した。 
⑲ 五島医師会・薬剤師会学術講演会にて医療関係者に対し講演した。 
⑳ 第 46 回長崎県糖尿病治療研究会において医師に対し講演した。 
㉑ 島原市医師会学術講演会において医師に対し講演を行った。 
㉒ 第 111 回長崎県臨床内科医会学術講演会において医療従事者に対し講演した。 
㉓ 糖尿病領域疾患啓発学術講演会において医師に対し講演を行った。 
㉔ 鳥栖保健福祉事務所開催の子育て支援地域サポート検討会において医師に対し講演した。 
㉕ 糖尿病学術講演会～肥満と糖尿病を地域で考える～において医師に対し講演を行った。 
㉕ 糖尿病啓発公開講座「スマイルライフ」を年 2 回大学病院で開催し糖尿病の指導や予防法の講演や体験コーナーで啓

蒙している。 
㉖ H29 年度長崎市慢性腎臓病（CKD）予防対策研修会（長崎市健康づくり課主催）で CKD と糖尿病の講演を 2 回行っ

た。 
㉗ H29 年度健康教室「糖尿病予防講座」で健診等で糖尿病の疑いを指摘された市民に「糖尿病の予防について～血糖コ

ントロールで重症化を予防するポイント」を年 2 回講演した。 
㉘ 長崎市民公開講座で糖尿病について「2 型糖尿病を学ぼう 今小太りが危ない！その傾向と対策」講演を一般市民向

けに行った。 
㉙ 病院内の他部署と連携し、患者さん及びそのご家族に糖尿病教室を週 3 回開催している。 
㉚ 小児糖尿病療育サマーキャンプを毎年開催し患児やご家族、OB・OG と治療法を学びながら、交流をはかっている。 
㉛ 糖尿病ウォークラリーに医療ボランティアとして参加し、患者さんやご家族と交流を深めている。 
㉜ 平成 29 年度「世界糖尿病デー in 長崎」において医療ボランティア（医療相談・血糖測定等）に参加した。 
 


